
今回の遊文通信は…
⃝�20 秒で伝える「遊文舎の空気」
【HP動画制作裏話】

外部のカメラマンが入ると、ど
うしても撮られる側は身構えて
しまいますが、今回は社内の人
間がカメラを持ち、『いつも社
内を回っている延長線上で撮る』
感覚で撮影を行いました。あえ
て台本は用意せず、「演技はし
なくて大丈夫です。」とだけお
願いし、ポーズを取ってもらう
のではなく、普段の仕事の様子
に近い状況を切り取っています。
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こ
れ
ま
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外
部
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画
制
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ま
し
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が
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は
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ィ
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ま
で
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私
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。

い
ち
ば
ん
の
狙
い
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、
短
い
時
間
の
中
で
も
「
遊
文
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」

や
「
こ
こ
で
働
く
人
の
姿
」
が
伝
わ
る
こ
と
で
す
。

社内制作だから撮れる
「素の表情」

２０２５年末にローンチされました。
よろしければ、遊文舎ＨＰ（Ｗｅｂ）から一度ご覧ください。
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株式会社

20 秒で伝える「遊文舎の空気」
HP 動画制作裏話



印刷会社の現場は、用紙やインキ、道具類、進行中の仕事の
束など、決して整然とした場所ばかりではありません。
撮影のためにすべてを片付けてしまうと、きれいではあっても、
どこか「らしさ」が抜けてしまいます。そこで今回は、多少
雑多な状況もそのままにしながらも、背景がうるさくなりす
ぎない角度を選び、社員の表情や手元の動きに自然と目が行
くような構図を意識しました。PC 作業に向き合う姿や紙や
冊子に手を添える仕草など、各部署で淡々と仕事を進める日
常の一場面がテンポよく映し出された動画になっています。
撮影当日は、各部署のみなさんに「いつも通りで大丈夫です」
と声をかけながら社内を回りました。
最初はカメラに緊張していた方も、作業に集中するうちに、
ふだんの表情や動きに戻っていきます。真剣な横顔や、同僚
と交わすさりげない笑顔、印刷物を確認する丁寧なまなざし
—編集作業では、そうした一瞬をつなぎ合わせて一本の流れ
にしていきました。改めて映像で見返すことで、「こういう
表情で働いているんだ」
と感じる場面も多く、
遊文舎の強みはやはり
「人」にあると実感して
います。

編集では、限られた 20 秒の中に「人・現場・雰囲気」をど
う詰め込むかがテーマでした。
会社概要を細かく説明するのではなく、「ここはどんな人た
ちが、どんな空気の中で仕事をしているのか」を直感的に感
じてもらえる構成を目指しています。カットの長さや切り替
えのテンポを何度も調整しました。その結果、「あっという
間に終わるけれど、もう一度見たくなる」ような映像になっ
たのではないかと思います。
今回の動画を通して、ホームページを訪れたお客様に、「遊
文舎って、こういう人たちが、こういう場所で、つくってく
れる会社なんだ」とイメージしていただければ嬉しく思います。
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「直感」で伝わる 20秒を目指して

現場の空気感を、あえてそのままに

撮影中の私です。

撮られるのは上手ではないです。

■編集後記

遊文舎はここから繁忙期へと差し掛かります。しっかりと体調管理を意識して、乗り越えていきます！そして 3 月、
4月は休刊させていただき、次号は 5月発行となります。どうぞよろしくお願いいたします。� （営業　原田） ヴァンヌーボV-FS ホワイト　
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■今月の紙


